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吉

田
裕

・
森

茂
樹

著

『
〔
戦

争

の

日

本

史

23

〕

ア

ジ

ア

・
太

平

洋

戦

争

」

(吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
七
年
、
三

一
八
+
三
頁
)

本

書

は
、

近
現

代
日
本

政

治
史

の
第

一
線

で
活

躍

す
る

二
人

の
研
究

者

に
よ

っ
て
吉

川

弘
文
館

の

『戦

争

の
日
本

史
』

シ
リ
ー
ズ

と

し

て
刊

行

さ
れ

た
も

の

で
あ

る
。

こ

の
シ
リ

ー
ズ

は
、

「戦

争

と

は
何

か
」
を

問

う

も

の
で
あ

り
、

本
書

は

ア
メ

リ
カ

と

の

「
無
謀

な
戦

争
」

と

も
言

わ

れ

る

ア
ジ

ア

・
太

平
洋
戦

争

を
検

討
し

て

い
る
。

エ
ピ

ロ
ー
グ

に
も

取

り

上
げ

ら
れ

て

い
る

よ
う

に
戦
争

の

「
記
憶

」

の
問
題

は
戦

争
体

験
者

の
減

少

に
と

も
な

い
、

重
要

性

が
益

々
増
加

し

て

い
る
。

そ

の
よ
う

な

状

況
下
、

本
書

は

「
記

憶
」

の
問

題

に
対

す
る
実

証
研

究

か
ら

の
応
答

と
位

置

づ
け

る

こ
と

も

で
き
よ
う

。

さ

て
、
本

書

の
構
成

に

つ
い
て
だ

が
、
プ

ロ

ロ
ー
グ

・
Ⅱ
・
Ⅵ
・
Ⅶ
・

エ
ピ

ロ
ー
グ

に

つ
い
て
は
吉

田
裕

(敬

称
略

、
以

下
同

様
)

が
、
Ⅰ

・Ⅲ

・
Ⅳ

・
V

・
Ⅷ

に

つ
い
て
は
森

茂
樹

が
執

筆

し

て

い
る
。

以

下

で
は

各

章
が

取

り
扱
う

内
容

を
順

に
紹

介

す
る

こ

と
と
し

た

い
。

ま
ず

「
プ

ロ

ロ
ー
グ

」

に

お

い
て
、
日
本

人

が

ア
ジ

ア

・
太

平
洋

戦

争

を
正

当
化

す

る

こ
と
は
出

来
ず

、
侵

略

国
家

と

い
う
断

罪

に
は
違

和

感

を
感

じ
、

逡
巡

し

て

い
る

こ
と
が
確

認

さ

れ
る
。

ま

た
、
日

本
人

が

戦

争
責

任
問

題

か
ら
逃

避

し

て
き

た
こ

と
と
、

閉
塞

し

た
今
日

の
状

況

と

の
関

連
を

感
じ

て

い
る

こ
と

が
指
摘

さ

れ
る
。

こ
の
よ

う
な
状

況

を

踏

ま
え

、

ア
ジ

ア

・
太

平
洋

戦
争

の
性

格

と
原
因

に

つ
い
て
考
察

を
加

え

る

と
し

て

い
る
。

「
Ｉ

ア
ジ

ア

・太

平
洋

戦
争

の
開

幕
」

で
は
、

日

米
戦

争

の
原

因
、

目
的

、
戦

闘
地

域

な
ど

の
全
体

像

が
傭
瞼

さ

れ
る
。

さ

ら

に
、
明

治
憲

法
体
制

の
分
立

・
多

頭
的

構
造

が
押

さ

え
ら

れ
、
大

本
営

、

御
前
会

議

な

ど

の
重

要

な
組
織

を
検

討

し
戦
争

指
導

体
制

が

明

ら

か

に
さ

れ
る
。

以
上

を
通

じ

て
、
筆

者

は
日
米

開
戦

決
定

過
程

を
外

交

の
側

面

か
ら
検

討

す
る
必

要

が
あ

る
と

し
、
そ

の
過

程

を
跡
付

け

る
。

「
Ⅱ

日
本

軍

の
特
質

」

で
は
、

日
本

陸
海

軍

の
作
戦

思
想

に
お
け

る

特

質
が

抽
出

さ

れ
て

い
る
。

陸
軍

で
は
短
期

決
戦

主
義

、
精

神
主

義

、

軍

近
代

化

へ
の
関

心

の
低

さ
な

ど
、
海

軍

で
は
艦

隊
決

戦

思
想
、
「
漸
減

遽
撃

」

作
戦

、
海

上
護

衛
戦

の
軽

視
な

ど

の
特
質

が
扶

り
出

さ

れ
る
。

ま

た
、

軍
事

官
僚

機
構

の
特

質

に

つ

い
て
も
統
帥

権

の
独

立
、
官

僚
機

構

の
分

立
性

な

ど

の
問

題
が

説

明
さ

れ

て

い
る
。

「
Ⅲ

緒
戦

の
勝

利

と
蹉

跣
」

で

は
、
南

方

作
戦

に
基

づ

き

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル
な

ど

の
極

東
英

領

の
攻
略

か
ら
ミ

ッ
ド

ウ

ェ
ー
攻

略
ま

で

の
展

開

が
扱

わ

れ

て

い
る
。

海
軍

の
対

米
作

戦

は
積
極

攻
勢

主
義

で
戦

域

を

広

大

に
設
定

し

た
た

め
、
南

方
資

源
要

地

の
防
備

よ

り
も

決
戦

に
お

い

て
戦
力

を
浪

費

す
る

こ
と

に
な

る
。

そ

の
結

果
、

日

本

は
緒
戦

で
勝

利

を
収

め
る

も
、

ポ

ー
ト

モ

レ
ス
ビ

ー
攻

略

以
後
蹉

跣

を

き
た

す

こ
と
と

な
る
。

「
Ⅳ

戦

局

の
転
換

」
で
は
、

ガ
ダ

ル
カ
ナ

ル
戦

か
ら

ニ

ュ
ー
ギ
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ニ
ア

の
戦
闘

の
過

程

が
説

明
さ

れ

る
。

筆
者

は
、
戦

局

の
転
換

を

ガ
ダ

ル
カ

ナ

ル
戦

に
見

て
お
り

、

ニ

ュ
ー
ギ

ニ
ア

に
お

け
る
攻

防

こ
そ

が
日

本

の
国
力

を
枯

渇
さ

せ
、
戦

争
全

体

の
帰

趨
を

決

し
た

と
す

る
。
ま

た
、

戦

争
指

導

に
関

し

て
天
皇

は
戦

争
全
体

の
総
合

的
見

地

か
ら
指

示

を
出

す

こ
と

は
困
難

で
あ

り
、

小
磯

内
閣

に
な

っ
て
よ

う
や

く
政
府

が
統

帥

事

項

に
関

与

で
き

る
よ
う

に
な

っ
た
と

し

て
、

戦
争

指
導

体

制

の
問
題

点

も

指
摘

し

て

い
る
。

「
V

ア
ジ

ア

の
戦
線

と

『
大
東

亜
共

栄
圏

』
」

で

は
、
戦

争

を
正
当

化

す
る

「
民
族

解
放

」

の
イ

デ
オ

ロ
ギ

ー

の
虚

実

と
、

中
国

戦
線

の
展

開

が
描

か
れ

る
。

「
民
族

解
放

」
は
日
本

の
建

設
す

る
新

た

な
帝

国

の
基

本
原

則

と
位

置
づ

け
ら

れ
、

「
大
東

亜

共
同
宣

言

」

の
独

善

が
暴

か
れ

る
。
中

国
戦

線

で

は
、
米
英

に
支

え

ら
れ

た
中

国
軍

、

ゲ

リ
ラ
戦

を

活
用

し
た

共
産
党

に
悩

ま
さ

れ
る

日
本
軍

が
描

か
れ

て

い

る
。
「
Ⅵ

銃
後

の
諸

相
」
で

は
、
兵
力

動
員

、
国

民

の
画

一
的
組
織

化

、

戦
時

プ

ロ
パ
ガ

ン
ダ

な

ど
が
扱

わ
れ
、
銃
後

の
国

民
生

活
が

描

か
れ

る
。

兵
力

動

員

に
関

し
て
、

将
校

の
質

の
低

下
、

女
性

・
植

民
地

か
ら

の
動

員

の
問

題
が

生

じ
た
。

さ

ら

に
、

民
需

生
産

は
犠

牲

に
さ

ら
さ

れ
、
プ

ロ
パ
ガ

ン
ダ

も
行

わ

れ
て

い
た
。

闇
市

の
横

行
、

本
土

空
襲

を

経

て
戦

意

は
決

定
的

に
低

下

し

て

い

っ
た
と

さ
れ

る
。

「
Ⅶ

絶

対
国

防
圏

の
崩

壊

か
ら
絶

望
的

抗
戦

へ
」
で

は
、
絶

望
的

抗

戦

の
段

階

で
あ

る

マ
リ
ア

ナ
失
陥

が
検

討

さ
れ

、

「
玉
砕
」
命
令

に
典

型

的

に
現

れ

て

い
る
死
生

観

が
挟

り
出

さ

れ
て

い
る
。

既
婚

の
兵

士
、

知

的

障
害

の
あ

る
者

の
動
員

も
あ

っ
て

「
皇

軍
」

の
精

強

さ
が
失

わ

れ
、

戦

局

は
絶

望
的

に
な

っ
て

い
く

。

「戦

陣

訓
」
や

「
玉
砕

」
の
思
想

が
広

ま

り
、
特

攻
作

戦
も

多
様

な
形

を

と

っ
た
。

「
Ⅷ

降

伏

と

そ

の
後

」
で

は
、

戦
局

が
硫

黄
島

、
沖

縄

へ
と
移

り
、

ソ
連

を
仲

介

と
す

る
和

平

工

作

が
失

敗

し
、

ポ

ツ
ダ

ム
宣
言

を

受
諾

す
る
過

程

が
描

か

れ
る
。

そ

こ

で
は

「
聖

断
」

に
至

る
過

程

を
天
皇

個

人

に
照
明

を
当

て

る

の
で
は

な

く
、

当
時

の
政

治
的

文
脈

の
中

で
位

置

づ
け

、
対

ソ

工
作
が

検
討

さ

れ

る
。

「
エ
ピ

ロ
ー
グ

」
で
は
、
戦

友
会

の
活
動

停
止

に
見

ら

れ
る

よ
う

に

戦
争

体
験

者

の
減
少

が
進

む
中

、

戦
争

の

「
記
憶

」

が
相
互

に
矛

盾

す

る
危

険
性

、
集

合
的

な

「
記
憶

」

に
働

く
政

治
力

学

の
問
題

性

が
指
摘

さ

れ
、
実

証

的
な

歴
史

研
究

の
重

要
性

が
改

め

て
認
識

さ

れ

て

い
る
。

以
上

の
よ

う

に
、
本

書

は
通
史

的

な
体
裁

を
取

り

つ

つ
も
様

々
な
重

要

な
問

題
を

論

じ

て

い
る
。

す

な
わ

ち
、

天
皇

の
戦
争

指
導

、

軍
部

の

政

治
的

影
響

力
、

「
大
東

亜

共
栄

圏
」
の
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
、
植

民

地
住

民

の
動
員

、
銃

後

の
生
活

な

ど

の
諸

問
題

に
対

し

て
目

配
り

の
利

い
た
内

容

と

な

っ
て

い
る
。

一
般
読

者
層

に
は
も

ち

ろ
ん

の
こ

と
、
大

学

に
お

け
る

テ

キ
ス
ト

と
し

て
も
今

後
活

用

さ

れ
る

こ
と
が

切

に
望

ま
れ

る
。

(原

田
淳

一
)
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